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解題





りとして，国民教育・青少年省（Ministère de l’Éducation nationale et de la Jeunesse, 以下，国民教育
省と略記。わが国の文部科学省に相当）がリセ段階（普通科・技術科）における道徳・公民科にか
んして作成した教員向け資料「道徳・公民科におけるアプローチと方法」（Démarche et méthode en 
EMC, 2019）を訳出する 3）。フランスにおける後期中等教育機関であるリセは，第 2級（わが国の高





第 2学習期：小学校 CP，CE1，CE2 （第 1-3学年）
第 3学習期：小学校 CM1，CM2 （第 4-5学年） およびコレージュ第 6級 （第 1学年）
第 4学習期：コレージュ第 5級，第 4級，第 3級 （第 2～4学年）
進路決定学習期：リセ第 2級 （第 1学年）　＊この段階でめざすバカロレアの種別を決定



































































道徳・公民科はすべての教科を結集させ，教育行為 （actions éducative） とシティズンシップ教育
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「道徳教科化の日仏比較」 （課題番号 19K02723，研究代表者：上原秀一） による研究成果の一部であ
る。この場を借りて，関係者各位に謝意を表明したい。なお，webサイトはすべて 2020年 10月 15
日最終閲覧である。また，訳文中の〔　〕内は翻訳者による補足である。
注
 1） EMCの前身科目に相当するのは，小学校では「公民・道徳教育」（instruction civique et morale），コレージュ
では「歴史・地理・公民教育」（histoire - géographie - éducation civique），リセでは「社会・法律・公民教育」
（éducation civique, juridique et social）であった。道徳・公民科の設置の経緯については，以下の論考を参照。
大津尚志「ペイヨン法以降の道徳・公民科に関する動向」，『人間と教育』，91号，2016年。福島都茂子「フ
ランス「道徳・市民科（EMC）」の導入とペイヨン法制定過程」，『社会科学研究年報』，48号，2018年。
 2） 道徳・公民科設置をめぐる論争を俯瞰的にまとめた論考として，次を参照。Pierre Kahn, «  « L’enseignement 
moral et civique » : Vain projet ou ambition légitime ? Éléments pour un débat », Carrefours de l’éducation, no 39, 
2015.
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 3） 本資料は，国民教育省が開設している，教育関係者向けポータルサイト Éduscol内のリセの EMCプログラ
ム解説ページにおいて提供されている。Programmes et ressources en enseignement moral et civique. https://
eduscol.education.fr/cid144145/emc-bac-2021.html






















リセの最後の 2年間の成績評価 （平常点） を総得点のおおむね 40％として組み込むこととなった。この改革
については，稿を改めて検討したい。ここでは，従来はバカロレアの試験科目となっていなかった道徳・公
民科が，成績評価を通じてバカロレアの合否判定に取り入れられたことをおさえておく必要がある。
